
平成17年度 
犯罪のない安全・安心まちづくり功労者表彰 
　　　　　安全・安心まちづくり奨励賞 



神奈川県では、犯罪のない安全で安心な地域社会の実現に向け、「県民総ぐるみ」運動

を展開し、犯罪の発生する機会を減らすための取組みのよりどころとして「神奈川県犯罪

のない安全・安心まちづくり推進条例」を平成17年４月１日に施行しました。

この条例では、安全・安心まちづくりの推進に特に功績があったと認められる方、又は、

優良な事例に対する顕彰を行うことを定めています。

顕彰には、長年にわたり、犯罪のない安全・安心まちづくりの活動に尽力し、その功績

が顕著な個人・団体への「功労者表彰」と、犯罪のない安全・安心まちづくりのモデルと

なるような実践的な活動で、地域社会への貢献度が高いと認められる個人・団体への「奨

励賞」の二つの制度があり、平成17年度は、「功労者表彰」として３人の方と２団体が、

「奨励賞」として５団体が、それぞれ神奈川県知事より表彰されました。

この「活動事例集」は、今回表彰されました方々の活動内容を取りまとめたものです。

県民の皆さんにおかれましては、地域における「安全・安心まちづくり」の推進の一助

として、この活動事例集を活用していただければ幸いです。
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１　活動地域の特色

当防犯指導員連絡協議会の特色は、まず茅ヶ
崎市と寒川町という二つの市町を活動地域に持
っていることである。
茅ヶ崎市は、どうしても茅ヶ崎海岸や烏帽子

岩に代表される湘南というイメージがあるが、
東海道線を境にして北（山側）と南（海側）とでは
街の様子に若干違いがある。
夏の海水浴やサーフィンなど楽しむ若者が集

う街でもあり、東京、横浜圏を通勤圏とする住
宅地域でもある。
また、寒川町は寒川神社に代表されるとおり、

古くからの町で、最近では企業の進出なども相
まって、工場・住宅が混在する地域となってい
る。
犯罪傾向としては、茅ヶ崎市・寒川町ともに

凶悪犯罪の発生はほとんどといってなく、街頭
犯罪と呼ばれている屋外での盗難が多数を占め
る。
その中でも、茅ヶ崎市の自転車盗、車上狙い、

寒川町の自動車盗、車上狙い、器物損壊の多発
などが特色としてあげられる。

２　防犯活動を始めた経緯

私は、昭和48年３月まで地元の下町屋消防団
の副団長として町の防災に携わっていた。
その後、防災だけではなく、防犯についても

地域の代表として活動してほしいとの要請があ
り、当時は私も50代でまだ若く体力もあったの
で、犯罪の防止に少しでもお役に立てればとい
う考えから引き受けることにし、昭和48年７月
１日に警察署長、防犯協会長から防犯指導員の
委嘱を受け、正式に防犯指導員として茅ヶ崎
市・寒川町の安全・安心まちづくりのための防
犯活動を始めることになった。

３　防犯活動の内容・方法

当防犯指導員連絡協議会の会員は、私以下16

名で活動している。
茅ヶ崎警察署や茅ヶ崎・寒川防犯協会等と頻

繁に情報交換するなど連携を保ち、毎月10日に
実施される防犯の日を重点とし、「安全・安心ま
ちづくり旬間」、「茅ヶ崎市民祭」、「さむかわ緑
のフェスティバル」等市民が多数参加する会場
での防犯チラシや防犯グッズ等の配布などの防
犯キャンペーンや、各自治会単位で実施されて
いる防犯パトロールに住民とともに参加してい
る。
また、パトロールをしながら住民の意見など

を聞き、空き巣狙いやひったくり、自転車盗な
どが多発する場所に立て看板を設置したり、ひ
ったくり防止ネットを取り付けたり、自転車盗
難防止ワイヤー錠の配布を実施している。

４　防犯活動の成果

茅ヶ崎警察署管内では、平成15年から街頭犯
罪等抑止を掲げて各種防犯活動を実施してきた
結果、平成17年の犯罪発生件数が平成14年比で
約マイナス32％であったと聞いている。
このことは、私たち防犯指導員などの防犯ボ

ランティアが日ごろから実施してきた各種防犯
活動の効果が出てきたものと確信している。
防犯活動を通じて、市民の感覚を肌身で感じ

た結果、市民一人ひとりが自分自身や家庭、地
域の安全を警察任せにせず、自ら防犯意識を持
って取り組んでいかなければならないという強
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犯罪のない安全・安心まちづくり功労者表彰

大関　耕吉氏（茅ヶ崎・寒川防犯指導員連絡協議会会長）

活動地域：茅ヶ崎市・寒川町

キャンペーン中の大関さん（右端）



犯罪のない安全・安心まちづくり功労者表彰

宮嶋　修氏（磯子区安全・安心まちづくり推進協議会会長）

活動地域：横浜市磯子区

い意識を感じている。
警察からも、各自治会が自主防犯パトロール

を実施したり、独自の「子ども110番の家」など
を立ち上げる気運が高まっていると聞いている。

５　今後の課題、抱負

どこの警察署の防犯指導員も同様と思うが、
当防犯指導員連絡協議会も高齢化が問題となっ
ている。
平成16年に会社等を退職された60歳代の男性

防犯指導員３名が委嘱され、少しは若返ったが、
できれば、平均年齢を現在より10歳は若返らせ
ればと思っている。若返ることにより、もっと
多くの防犯活動ができるし、また、防犯指導員
独自で各種防犯活動ができると思っている。
今後も、自分達が暮らす街の安全・安心のた

め自分ができる限りのことはしていきたいし、
若い人達にも積極的に防犯ボランティア活動に
参加する使命感みたいなものを伝えていきたい
と考えている。

１　活動地域の特色

磯子区は横浜市中心部の南側に位置する南北
に長い臨海区である。洋光台地区は磯子区の東
南部に広がる17の自治会・町内会で構成された
地域であり、京浜地区で働く人たちの居住区域
として、昭和40年代半ばに急速に開発の進んだ
いわゆる新興住宅地である。ただし、新しい街
とはいってもそれだけが全てではなく、古いも
のとの調和がとれている街だという思いが、住
民としての私の実感である。
構造的な特徴としては、ＪＲ洋光台駅を中心

に据えた計画的な区画整理によって、よく整備
された街並みと幅員の広い直線的な道路が発達
している。また、環状２号線・３号線や横浜横
須賀道路などの幹線道路が通り、総合的に交通
の便に優れている。
これは住民にとって利便性が高い一方で、犯

罪者が逃走経路を確保しやすいという負の側面
もある。また、庭付き戸建ての家が多く、近年
では立ち木や庭木などが成長して死角も増え、
空き巣犯などのターゲットとなりやすい特質も
持っていた。

２　防犯活動を始めた経緯

私は昭和60年６月、洋光台五丁目自治会副会
長への就任を契機とし、以降、次のように様々

な形で自治会の運営に携わり、多様化の進む地
域活動の在り方について多角的に分析・検討し、
各種の施策を実行してきた。
昭和62年：洋光台五丁目自治会会長
平成９年：洋光台連合自治町内会会長
平成11年：磯子区連合町内会長会会長　　　　　

磯子区防犯協会会長
平成16年：横浜市町内会連合会副会長
そんな中、磯子区内の犯罪発生件数は、平成

14年頃から大幅に増加し始めた。特に洋光台地
区が区内の犯罪件数に占める割合は平成15年に
は15.7％、平成16年には16.7％と急増し、ひった
くり・空き巣・忍び込み等、身近な犯罪が頻発
した。このため、
とりわけ洋光台地
区での防犯活動の
強化が急務となっ
た。
その際、私は警
察に頼り切るので
はなく、警察との
緊密な連携を保ち
ながらも「自分た
ちの街は自分たち
で守る」という観
点を忘れぬことが
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宮嶋さん

磯子区防犯協会会長
磯子区安全・安心まちづくり推進協議会会長（ ）



肝要と考え、防犯活動を進めることにした。

３　防犯活動の内容・方法

（１）防犯パトロールの実施　　

各自治会・町内会における防犯パトロールと
ともに、洋光台連合による地区全体パトロール
を強化した。洋光台地区を４区画に分け、17の
自治会・町内会をＡ～Ｄ班に割り振って、各班
が月に３回、全体で毎月12回行うパトロールで
ある。また、消防分団にも防犯ＰＲの協力をお
願いし、さらに犬の散歩の方達にも腕章をつけ
た防犯パトロールへの協力を願うとともに、防
犯のぼり旗を打ち立て、ＰＲ、スピーカー、声
かけ運動を行い、また、防犯ジャケット・腕
章・防犯帽の着用等を整備して防犯活動の強化
を図った。

（２）防犯活動拠点の整備

平成17年１月、磯子区役所の支援を受けて
「町の交番」ともいうべき「洋光台防犯活動本部」
を洋光台駅近くに設置した。これは、防犯情報
を集約し、迅速に伝達するための防犯活動拠点
であり、県下で最初の設置であった。なお、本
拠点には、自治会・町内会から常駐者を割り当
て、３時間交替で勤務した。

（３）青色パトカー

青色防犯パトロール車（青色パトカー）を２
台常備し、定期的に地区内を巡回することで、
地域住民の防犯意識の向上に努めた。

４　防犯活動の成果

－犯罪件数が38％減少！－

このような徹底した防犯活動を展開し、併せ

て警察署・区役所との連携による防犯活動も実
施した結果、洋光台地区の平成17年の犯罪発生
件数は対前年比で38％減少することができた。
これは県下53署のうちでも４番目に高い数字で
ある。
それとともに地域での防犯意識の高まりを

様々な場面で実感した。声かけ運動では次第に
住民から返事が返ってくるようになり、自治会
の会合などで顔を合わせた人とも、自然と防犯
の話題が出るようになった。さらに、家庭の中
で、あるいは近隣とのコミュニケーションにお
いて「あそこの庭木は死角を生むので切った方
がいい」「あの通りには街灯が必要だ」「○丁目
で空き巣があったので注意しよう」といった会
話が交わされるまでになったのである。
また、以前は空き巣などの被害者は総じて被

害を恥じて隠す傾向にあったが、最近では自ら
体験談を語ることで地域の防犯に役立てようと
いう住民が増えており、頼もしいことと感じて
いる。

５　今後の課題、抱負

現在は青・壮年層（20代～50代）の男性の参
加が少ない。夜間のパトロールに不可欠なこの
年齢層の参加者を増やすことが課題の第一であ
る。子を持つ親たちは、昨今の不幸な事件の多
発で、登下校パトロール等に積極的な見守り活
動を始めている。そのような活動をきっかけに、
青・壮年層にも地域の防犯活動全般に目を向け
てもらえるよう働きかけていく必要があろう。
第二に、自治会・町内会の会長達が今後も継

続的に強力なリーダーシップを発揮することが
重要である。強力で熱心なリーダーがいれば、
活動も活発になり防犯効果も高まる。逆に活動
に消極的な地域は残念ながら犯罪も増えてしま
う。
最後に、経費の問題についても触れておきた

い。防犯パトロール員や防犯拠点の駐在員は、
現在すべてボランティアである。できればお茶
の一杯ぐらいは出したいし、犯罪が多い地区に
は、警備会社などに依頼して専門スキルを持っ
た要員を配置したい。だが、活動費用の大半を
自治会費で賄っている現状では装備品類の購入
が精一杯であり、上記の実現は難しい。今後は
行政からの予算増額をぜひ期待したい。
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犯罪のない安全・安心まちづくり功労者表彰

三好　日出一氏（伊勢佐木防犯指導員会会長）

活動地域：横浜市中区

１　活動地域の特色

私たちが活動している横浜市中区の伊勢佐木
警察署管内は、伊勢佐木町等37町、面積は約２
平方キロメートルと狭く、また、人口も住民登
録者は約３万８千人と少ない。
町の風景は、その昔、歌にも歌われた「伊勢

佐木町」のモール街などの大商業地、繁華街を
有する反面、福富町を中心とした歓楽街、さら
には、ドヤ街と言われる簡易宿泊所が密集する
寿町など、他には見られない街の景観がある。
そのほか、ソープランドやファッションヘル

スなどの風俗店が多数存在し、さらに、街娼な
どの出没が多いため、悪環境を形成している。
そのため、多数の暴力団がこれらを資金源とす
るため活発な活動をしており、また、街娼や風
俗店には外国人女性が多いことから不良外国人
が集まってきている。

２　防犯活動を始めた経緯

初代会長の山田隆徳氏が、地域の有志で活動
する防犯組織を創ろうという案を出し、当時の
伊勢佐木警察署長に相談し、昭和46年６月に伊
勢佐木防犯指導員会が設立された。設立前に私
にも声がかかり、その一員となった。32歳の時
であった。気の合った先輩や仲間達と一緒に活
動できることが入会の理由だった。
私たちの活動は、主に空き巣やひったくりな

どの防止のためのパトロールや住宅の窓への補
助錠、ドアのガードプレートの取り付け指導な
どであったが、ビルの一室を事務室に借り、女
子事務員を雇って防犯新聞を発行したこともあ
った。当然の事ながら、会員の年会費６千円で
は間に合わず、臨時会費を出し合ったが、その
運営費用のほとんどは会長が負担していた状態
であった。
私たちの会設立から２年後の昭和48年２月に、

県下全署に防犯指導員会制度が発足し、現在に
至っている。

３　防犯活動の内容・方法

当防犯指導員会は、会長の私以下12名である
が、会として毎月10日の「防犯の日」に実施さ
れる防犯パトロールや防犯キャンペーンなどに
参加したり、町内会や他の防犯団体等との合同
パトロールの実施や町内会、神社等のお祭り会
場の警戒、また、最近は学校や地域と連携した
小学校周辺や通学路での「見守り活動」も自主
的に行っている。その実施回数は、月２～３回
で年間平均では30回位になっている。
そのほか、私たち防犯指導員会が平成16年12

月に製作した誘拐防止や少年非行防止、被害予
防方策などを図案化した「防犯カルタ」を毎年
増刷し、新入学児童や幼稚園児に無料配布する
活動も行っており、これまでに２千部を配布し
た。

防犯カルタの一例　　　　　　　（表）
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４　防犯活動の成果

（１）犯罪の減少

伊勢佐木警察署管内では、犯罪発生件数がこ
こ３年減少を続けており、特に昨年の平成17年
は2,506件で、前年比マイナス630件と大きく減
少した。
この成果には、警察の努力はさることながら、

各防犯ボランティアや地域の人たちが防犯意識
を高め、自主防犯パトロールなど各種防犯活動
を行ったことも一部寄与していると思う。

（２）住民の結束力

防犯パトロールなどを定期的に繰り返し、継
続的に行ったことによって、町内会や地域住民
との強力な連携と協力関係が生まれ、結束力が
高まったように思う。

５　今後の課題、抱負

防犯活動の担い手には、若い人の力が必要と
思う。当防犯指導員会もそうであるが、どこの
防犯ボランティア団体も高齢化が進んでおり、
防犯パトロールがきついという人もいるのが現
状ではないかと思われる。
そこで、今後の課題であるが、行動力のある

若い人、特に二十代、三十代の若者に防犯指導
員会に加入してもらい、防犯ボランティアとし
てのノウハウを指導して我々の後継者を育成す
ることが急務だと思う。
これからの活動については、ボランティア活

動が義務的ではなく、自然に行動できるように
なることが必要である。それにはまず、防犯指
導員相互の親睦を深め、率直な意見を遠慮なく
出し合って意思の統一を図るなど、結束を強め
ることが重要である。
それから、現在も行っていることでもあるが、

他のボランティア団体や町内会、学校、地域住
民等との連携をさらに強め、地域一体となった
防犯活動が必要であると考える。

こ 

　不審者に付け回されたり、連れて行か
れそうになったときなど、ためらわず大
声を出して助けを呼ぶように教えたい。
怖さのあまり身体がすくみ声が出ないと
いったことも想定されるので、日頃か
ら大声を出して助けを呼び、抵抗して
逃げ出すといった防犯訓練も必要。 

県民大会で表彰される三好さん

（裏）



１　活動地域の特色

幸区は、昭和47年４月１日に川崎市の政令指
定都市移行に伴い誕生した。当時は、約15万人
の人口を有し、京浜工業地帯の一角として、高
度経済成長を支えてきたが、最近では、会社や
工場等の移転が激しく、工場跡地を中心とした
再開発が進んでおり、まち全体が大きく変わろ
うとしている。
会社や工場等の跡地に新しいマンションや商

業関係の建物が建ち、平成18年２月１日現在で、
63,267世帯、人口は144,631人となっている。ま
た、地区も南河原地区、御幸地区、日吉地区の
３地区に分かれている。

２　防犯活動を始めた経緯

町内会ができる昭和30年以前は、「防犯協力会」
が組織されており、その後は、町内会が組織さ
れ、防火と防犯の夜警が実施されてきた。昭和
60年代と平成になってからは、空き巣とひった
くり、自転車盗が非常に多くなったことに伴い、
各町内会の青少年部、防火部、防犯部が中心と
なって、毎日10～12名、２班編成でパトロール
を開始した。

３　防犯活動の内容・方法

幸区では、３地区で時期や回数、人数等は
様々であるが、地域性に合わせて活動を実施し
ている。
３地区の地域性で、防犯、防火、交通安全等

のパトロールを個々の団体ごとに実施していた
が、平成16年８月に幸区町内会連合会がパトロ
ールベストを約1,000着まとめて購入し、各町内
会、自治会に配布した。
その後、地区ごとにパトロール隊発足式を行

い、交番（区内11箇所）ごとに１グループ６～
12名、２～３グループで実施し、季節に応じて、

月５～20回を各地域ごとに実施している。とき
には昼間、または夕暮れどき、夜間、登下校時
等にパトロールを実施し、更に祭礼時にはＰＴ
Ａ関係者と合同で活動している。

４　防犯活動の成果

幸区は、ひったくりや、空き巣、自転車盗が
比較的多い地域だが、防犯・防火等のパトロー
ルを実施することにより、空き巣やひったくり
については、かなり減少した。地元地域住民の
連帯と連携がしっかりと根付いてきた。
日ごろからのご近所の挨拶ひとつをとっても、

おのずと連帯感が強くなり、自分たちの街は自
分たちで守るとの意識が生まれてきている。

５　今後の課題、抱負

どこの団体も同じ心配事があると思うが、次
の担い手が少ないことだと思う。率先して新し
い次の担い手を育てていかなければならないと
思う。また、安全・安心まちづくりの推進事業
には、予算もなく、苦慮している状態である。

6

犯罪のない安全・安心まちづくり功労者表彰

幸区町内会連合会（昭和47年5月1日設立）

活動地域：川崎市幸区
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これからは、構成団体からの会費制や、行政
からの助成金を要請することなどを検討してい
る。それでも、自分たちのまちは自分たちで守
るとの意識は多くの住民が持っており、これか
らも、安全で安心して暮らせる幸区にしていく
ために、地域住民一丸となって推進していく。

６　おわりに

幸区町内会連合会は、３地区に分かれており、
全体で64町内会・自治会で構成されている。
幸区は、今でも新たなマンション等が建設中

で、区内の人口、世帯が増える予定である。こ
うした中、３地区ごとに独自でパトロールを計
画し、地域の実情に合わせた時間帯、区域、時
期等で実施している。町内会、自治会の役員が
中心となり、様々な団体（地域防犯連絡所協議
会、女性防犯推進委員会、町内会防犯部長会、
防犯指導員会、交通指導員会、町内会交通部長
会、交通安全母の会、ＰＴＡ協議会等）と連携
を取り合って活動しており、その内容等につい
て３地区合同の会議開催時に情報交換を行い、
次のパトロールに活かしている。

犯罪のない安全・安心まちづくり功労者表彰

大和・綾瀬地区防犯協会連合会（昭和43年12月23日設立）

活動地域：大和市・綾瀬市

１　活動地域の特色

（１）神奈川県の“おへそ”

大和・綾瀬地区防犯協会連合会の活動地域は、
神奈川県内の中央に位置する大和市、綾瀬市の
２市にわたる地域である。
その周囲は、東は横浜市瀬谷区、泉区に、西

は座間市、海老名市に接し、北には相模原市、

東京都町田市、そして南は藤沢市と５市２区に
囲まれている。
また、地域内には、小田急線大和駅を始めと

した10駅が所在し、大和市民はもとより、東京
都民を始め、県内外の方々が激しく行き交う、
まさに「神奈川県の“おへそ”」と言える地域で
ある。
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（２）基地のまち

地域内は旧来、平坦な山林、畑地のような地
域であったが、終戦と同時に旧陸海軍の施設に
米軍が駐留して、在日米海軍及び海上自衛隊が
共同使用する「厚木基地」が所在する、いわゆ
る“基地のまち”として急激に発展した地域で
ある。
また、交通機関の発展と京浜工業地帯に近接

する地理的条件に恵まれていたことから、住宅
の建設や工業の進出により急速に都市化の傾向
を示した地域である。
現在では、人口も30万人に増えると同時に、

犯罪の多発地帯となっている。

２　防犯活動を始めた経緯

当連合防犯協会は、戦後、犯罪を未然に防止
することを目的として地域住民等による各種の
防犯関係団体が個々に設立されていたところ、
昭和43年、年々複雑多様化する犯罪に対処し、
きめ細かい防犯対策活動を推進する必要から、
それまでの防犯関係団体を統合し、さらに、遊
技場組合、交通安全協会、古物・質屋組合、飲
食店等防犯協会、銃砲安全協会、事業場防犯協
会の既存の職域団体の加入を求め、名称を「高
座・大和地区防犯協会連合会」として発足した。

昭和51年11月、座間警察署の新設に伴い、座
間市、海老名市を分離し、名称を「大和・綾瀬
地区防犯協会連合会」と変更して、現在に至っ
ている。

３　防犯活動の内容・方法

（１）活動体

大和・綾瀬地区防犯協会連合会は、地域の防
犯リーダーを務める防犯指導員の連絡会を始め
とした各防犯６団体の皆さんが会員となった連
合体である。
それぞれの会は、いずれも犯罪のない明るい

まちづくりを目的とした地域や職域の団体であ
り、大和市、綾瀬市はもとより両市の地区防犯
協会を始めとした関係団体の代表者が役員を務
めるなど、地域住民の皆さんと極めて密接な連
携が図られている。

（２）活動内容

連合会においては、両市の防犯協会と連携を
図りながら、犯罪のない明るい社会の実現を期
すため、防犯パレード、防犯教室、防犯のつど
いの開催等、地域住民の防犯意識の高揚を図る
とともに、単位防犯団体の相互連絡を密接にし
て、効果的な防犯活動の推進に努めている。
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４　防犯活動の成果

「水と安全はタダ」と言われた日本の安全神
話も崩れ、平成14年には地域内の刑法犯認知件
数が8,158件と過去最高の記録を示すなど、極め
て憂慮すべき状況となり、警察では、治安回復
が喫緊の課題となったところである。
これを受け、大和・綾瀬地区防犯協会連合会

においては、大和警察署が推進する街頭犯罪等
抑止総合対策に協働し、防犯指導員を始めとし
た自主防犯活動団体の実践的な活動を強力に推
進した。
具体的には、各自治会に自治会主体の防犯パ

トロール隊の結成を強力に呼びかけ、支援する
とともに、地域住民の自主防犯活動の促進を図
った。
その結果、地域住民の自主防犯意識の高揚は

もとより、その結束力が強化されていき、平成
15年中の刑法犯認知件数は、8,202件と微増した
ものの、翌平成16年には6,939件と前年比マイナ
ス1,263件（マイナス15.4％）になり、県内にお
ける減少件数の約３分の１を大和・綾瀬地区内
で占めることができた。

５　今後の課題、抱負

－「防犯」の拠り所に－

地域においては、「自分たちのまちは自分たち
で守ろう」という地域住民の気運が浸透しつつ
ある。その住民の皆さんが行う自主防犯活動に
関し、全ての拠り所になっていくことが大和・

綾瀬地区防犯協会連合会の使命なのではと考え
る。
そのためには、２市を受け持つ当連合防犯協

会においては、両市防犯協会及び防犯関係団体
等と更なる連携を図るとともに、地域住民の皆
さんに対し活動内容等の情報発信を強力に行っ
ていきたいと考える。
そして、名実とともに「防犯の拠り所」とな

っていくための方策を求めつつ、安心して暮ら
せる大和・綾瀬市の実現を目指していきたいと
願っている今日この頃である。

６　団体のＰＲ

地域住民の方々が防犯について問い合わせし
たいが何処にどうしたらよいのだろう？と困っ
たとき、そのときこそ「大和・綾瀬地区防犯協
会連合会」へまずご連絡ください。
電話口からは、今にも笑顔が見えてくるよう

な事務局員さんの「こんにちは、防犯協会で
す！」という明るくさわやかな声が流れます。
その声の主は愛称「愛ちゃん」です。
「愛ちゃん」は、元幼稚園の先生でした。今

では「防犯」の先生で、「大和・綾瀬地区防犯協
会連合会の顔」であります。
大和警察署の皆さんと連携を図りながら、大

和・綾瀬の地域の皆さんの安全・安心の実現の
ために懸命に連合防犯協会を育てる役割を担い、
今日もさわやかな汗を流しています。
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犯罪のない安全・安心まちづくり奨励賞

浦賀婦人防犯隊（平成10年4月30日設立）

活動地域：横須賀市
構成団体：根岸2丁目婦人防犯隊・桜ヶ丘2丁目婦人パトロール隊

大津5丁目みのわ会婦人パトロール隊・大津3丁目婦人防犯隊

１　活動地域の特色

浦賀婦人防犯隊を構成している根岸、大津３
丁目、大津５丁目、桜ヶ丘の地区は旧来からの
住宅地であり、隣人関係も良く、自主防犯意識
も高い地域である。４つの町内とも町内会活動
が活発で、隊員も参加、協力が積極的にできる
環境にある。

２　防犯活動を始めた経緯

各町内の隊員は独自での活動は長い年月を経
ているが、情報の共有と他の町内の隊員とのな
お一層の緊密な連携を保ちたいと、平成10年に
浦賀婦人防犯隊を設立した。

３　防犯活動の内容・方法

地域に対するパトロール時のチラシ配り、一
人暮らし世帯の安否確認の声かけ、地元小学校
の校内みまもりパトロール、子ども達も一緒に
参加した夜間の防犯パトロールを実施している。
ひったくり防止対策としての座談会や、護身

術の講習会、誘拐防止教室を開催し、その都度
各町内の婦人防犯隊に声をかけ、参加、協力を
している。

４　防犯活動の成果

浦賀婦人防犯隊が組織されたことにより、一
声かければ情報の伝達が早く正しくなされるよ
うになった。また顔の知らない人にも積極的に
声をかけたり、自ら情報を発信する人が増えて
きた。

５　今後の課題、抱負

今後は一人暮らし世帯の安否確認や学校みま
もりパトロールや町内会行事に積極的に参加し、
若い年代の人に防犯隊をＰＲし、隊員を増やす
努力と工夫を今まで以上にしたいと思っている。

６　団体のＰＲ

婦人防犯隊を構成している町内が隣の町内で、
お互い顔見知りが多いので、情報交換のときで
も大変なごやかである。
これも長続きしている秘訣かもしれない。そ

して思いやりのある人が多く見受けられる地域
である。

浦賀婦人防犯隊の皆さん
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犯罪のない安全・安心まちづくり奨励賞

片倉町大丸町内会防犯ボランティアの会（平成13年8月1日設立）
活動地域：横浜市神奈川区　世帯数：400世帯

１　活動地域の特色

わが街は40年前に分譲された住宅地であり、
戸数約400戸のほとんどは一戸建住宅である。域
内の道路幅は広く、歳月の経過とともに庭木は
繁り、外出は車使用が多くて歩行者の数が少な
い。子どもの数も少ない。空き巣狙いの格好の
標的にされやすい環境にある。
現在、都市住民の多くの生活志向としては、

自己中心の価値観、他人に対する無関心さ、近
所付き合いの敬遠、地域社会への参加意識の希
薄などが指摘されているが、わが街もその例外
ではない。
一方、住民の年齢層は次第に高齢化し、中に

は土地を手放す人も散見され始めたが、ここに
ワンルームマンションが建つという新たな問題
が発生してきた。

２　防犯活動を始めた経緯

数年前から、空き巣狙いの被害に遭った家が
何軒かあるという噂が耳に入ってきた。そこで、
町内会で手分けして聞き取り調査を始めたとこ
ろ、被害者数は予想以上に多く、早速、防犯対
策に重点を置くことにした。
取り急ぎパトロール要員を募集したところ、

10数名のボランティアから手が上がった。そこ
で平成13年８月から、「防犯」の腕章を着けて、
町内巡回を開始した。
侵入盗は午後の留守の時間帯が多いことが分

かったので、巡回は平日の日中５日間、町内の
各道路を巡回する。所要時間は40分～50分。メ
ンバーはほとんど年配者であるが、男子は一人、
女子は希望により二人のペアとし、２週間に１
回の出番は曜日で決めた。
その後、休日の午後の時間帯に連続４件という
想定外の侵入盗があり、要員も増えたので、休日
も含め雨天を除く毎日巡回する形に変更した。

３　防犯活動の内容・方法

パトロール開始以来４年半経過。現在は実働
メンバー41人。第一組は曜日を決めて町内全域
を巡回し出動は月に２回。第二組は参加者を増
やすために巡回日を特定せず、週前半、週央、
週後半の大枠を決めて、その中で都合のつく日
に出る。一方、犬の散歩や歩行運動を兼ねた人
は巡回数が多く、全部で毎日最低３人以上が時
間差をつけて巡回している。
情報の共有化も大切。何かあれば直ぐに防犯

責任者の耳に入る。また、町内会で毎月発行し
ている機関紙に掲載して住民に知らせている。
車載用カセット付きアンプとスピーカーで防

犯用テープを月２回流しているし、「不審者通報
所」のステッカーも数十箇所にぶら下げている。
押し売り対策としては、インターホンで対

応し、ドアを開けないようにと警告。
なお、昨年７月より青色回転灯付き巡回車導

入の許可があり、薄暮から夜間の時間帯にかけ
ての防犯対策に活躍している。

４　防犯活動の成果

パトロールを始めてから、犯行は徐々に減少
してきた。昨年（暦年）は庭先に放置していた
バイクの盗難１件と、ワンルームマンションの
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空き巣狙い３件の盗難以外の一般家庭への被害
はなし。ワンルームは日中は無人。しかも高い
所にあるので外から敷地内が見えない。また、
地元住民との交流はない。昨年、ワンルーム専
用の防犯チラシを作成して各戸に配付した。
本年１月には、留守と思って一般家庭へ侵入

した犯人が、家人と顔を合わせ遁走したという
未遂１件があり。依然として犯人はうろうろと
探しているのは確実。手は抜けない。
外出で帰宅時間が遅くなる可能性があるとき

は、あらかじめ外から見えるところの室内蛍光
灯を点灯して出るようにと、度々注意を促して
いる。
車上狙い、バイクや自転車泥棒などは各自の

自主防犯の強化を訴えている。

５　今後の課題、抱負

防犯パトロールは人海戦術。現在の41人をも
う少し増やしたい。人が増えれば新しい角度か
らの選択肢を広げることが可能。といって強制
では長続きしない。絶えず参加を呼びかけて、

各自の自発的な意思決定を待っている。特に犬
の散歩の人達に期待している。
防犯問題は長期のテーマとなってきたが、わ

が街では住民の防犯意識の向上と各自の取締り
の強化、隣近所の監視の目、パトロールの三本
柱を更に充実強化していく方針。
地域内に防犯灯は84本あり、一般に較べて相

当多い方にて多額の経費を要しているが、必要
不可欠の出費として異論は出ない。
最近発生してきた学童の下校時安全対策は、

帰路の周辺の住民、巡回中のパトロールの各位
に安全指導をお願いしている。

６　新しい地域の再構築

もともと戦後ある時期までは、何か不審者を
見たときはお互いに通報し合うという監視の目
が健在だった。
しかし、このような犯罪抑止機能を持った地

域社会のタガが緩み連帯感や互助精神が失われ
つつあるようだ。
町内会としては、防犯に限らず防災、ゴミ処

理などの環境問題、一人暮らしのお年寄り対策
など取り組むべき課題は多い。これらに対応す
るためには、皆で共同体意識を持った新しい形
の地域社会（コミュニティ）という土台を再構
築せねばならない。
そのためには、住民同士の垣根を低くして、

風通しをよくせねばならない。わが街では「安
心・安全で心豊かな街づくり」を目標にして、
趣味の同好会を一昨年発足し、更に出会いの場
を創設しようと模索している。
また、「こんにちは！」運動から始まり、現在

は「できる人は、できる時に、できることを！」
のキャンペーンを実施中である。

青色回転灯装備車
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犯罪のない安全・安心まちづくり奨励賞

神奈川県石油業協同組合（昭和27年12月5日設立）

活動地域：神奈川県　組合員数：623企業（1,165箇所のガソリンスタンド）

１　はじめに

神奈川県石油業協同組合は、中小企業者が中
心であるガソリンスタンド経営者により構成さ
れ、組合員の相互互助の精神に基づき、組合員
のために必要な共同事業を行い、組合員の経済
的活動を促進し、その経済的地位の向上を図る
ために昭和27年に設立された。

２　活動を始めた経緯

私たちを取り巻く社会環境は年々多様化し、
それに伴い犯罪も凶悪化してきている。全国的
に子どもや女性を狙った犯罪が多発傾向にあり、
こうした中、「犯罪から守ろう」という気運が高
まり、子どもたちを保護する緊急避難連絡所を
配置する動きが広がっている。
神奈川県石油業協同組合加盟のガソリンスタ

ンドでも県内の事業者団体としていち早く、地
域社会に貢献する活動として、犯罪などから子
どもや女性を守る緊急避難連絡所に、ガソリン
スタンドを活用していただこうと考え、県警察
本部や関係機関・団体の協力により平成12年の
10月６日（石油の日）から神奈川県石油業協同
組合にて「かけこみ110番」事業を開始した。
全国の石油組合としてもいち早く「かけこみ

110番」事業を開始しており、現在では47の全て
の都道府県の石油組合において、同様な地域貢
献活動が展開されている。

３　活動の内容

この事業の趣旨は県内全域にネットワークさ
れた約1,200箇所の組合員給油所を活用し、子ど
も、女性、高齢者など社会的弱者が事故、事件
などの危険な目に遭遇した場合、最寄りの給油
所に駆け込んでもらえば、すばやく対応すると
いうものである。
「かけこみ110番」事業の周知活動としては石

油組合のイメージキ
ャラクターである
「ユッシーくん」を用
いて
①ガソリンスタンド
での周知用ツール
としてはポスター、
のぼり、ステッカ
ー、パンチング人形などの配布
②ガソリンスタンドでの消費者への配布物とし
てポケットティッシュ、タオルの配布
③県内全小学校児童へクリアファイルを配布し
て、県内児童と児童の保護者への告知活動の
実施
④地元の新聞・ラジオ・交通広告を利用した告
知活動の実施
⑤組合員給油所のスタッフが的確な対応ができ
るように、毎年対応マニュアルを配布し、ま
た、「かけこみ110番」事業の研修会の開催　
などを実施している。
私たち神奈川県石油業協同組合はガソリンス

タンドを地元警察署とともに地域の安全とやさ
しい町づくりに貢献するための「かけこみ110番」
として安全・安心まちづくりに参加している。

４　おわりに

子どもや高齢者、女性…、どなたでも「見知
らぬ人に声をかけられた」、「帰宅途中につきま
とわれた」などの被害を受けたときに、サービ
スステーションは被害者を保護すると同時に、
直ちに警察などに通報することとしている。
また、石油組合では毎年10月６日の「石油の

日」を中心に横浜駅東口新都市プラザで「石油
の日街頭イベント」の実施、横浜みなとみらい
ホールで「～石油の日チャリティーコンサート
～めざましクラシックスinヨコハマ」などを開
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犯罪のない安全・安心まちづくり奨励賞

くぬぎ台団地自治会（昭和47年3月26日設立）

活動地域：横浜市保土ヶ谷区　世帯数：800世帯

１　活動地域の特色

昨今、「安全安心のまちづくり」、「自分の身は
自分で守る」や「自分たちのまちは自分たちの
まちで」と言うようなことが叫ばれている。社
会状況の変化や犯罪の凶悪化により治安の維持
が危惧され、市民社会、市民生活が不安定にな
っている。
しかし、当団地自治会は「自分の身は自分で

守る」、「地域ぐるみで安全安心まちづくり」を
コンセプトに住民相互の合意形成を確立し、生
活の場を通しながら、生活者の社会環境の中で
住民総ぐるみのパトロールを長年続けている。
防犯防災等の問題は、生命財産に関わること

で住民の合意形成が得られやすい。自治会創設
以来続けてきたノウハウが、住民相互に協力し
た防犯防災活動として定着している。
このことは、取りも直さず自主自衛の精神が

行き渡っている所以である。

２　防犯活動を始めた経緯

安心安全まちづくりの基本は、地域住民の複
眼で犯罪の未然防止、犯罪の抑止に協力する、
そのための実践活動である。
昭和46年自治会が発足して以来、懸案であっ

た路上駐車問題は、住民の生命財産が脅かされ、
その危機意識を背景に毎年の総会で住民要望の
最重要課題であった。
昭和57年現鈴木会長が就任して以来、安全安

心に強いまちづくりを提唱した。
当時の団地内駐車場は1,000世帯に対して120

台、絶対数が不足しており、広報啓発に重点を
置きモラルに訴えた。
また、悪質車両に対しては氏名公表、行政介

入もしてきたが、駐車場不足がいたちごっこで
あった。路上駐車に無関心であれば車上荒らし
等の事件事故につながる。良識派と悪質派の選
別を図った。
また、青少年犯罪の低年齢化に歯止めをかけ

るため、青少年の健全育成、環境整備等、死角
のないようなまちづくりを進めた。

３　防犯活動の内容・方法

役員サイドのパトロールには限界があり、一
人ひとりの関心事にならなければ安全安心のま
ちづくりにならない。住民の最高決議機関であ
る総会に問題提起し、悪質路上駐車には糊付け
の励行を決定、住民の合意形成をしながら、悪
貨は良貨を駆逐することのないように住民総ぐ
るみの夜間パトロールを始めた。「継続は力なり」
を合い言葉に、下記のパトロールを実施してい
る。
（昨年の例） 夏　34日間　350人　団地内外

冬　13日間　300人　団地内外
（特徴）

当番表を作成し、防犯用具を引き継ぎなが
ら回す。日誌にその日の出来事を記録する。

催して、石油のことや石油にかかる税金、石油
業界の実情を知っていただくのと同時に「かけ
こみ110番」事業のＰＲ活動をしている。
私たちはこれからも県民の皆さんが安心して

暮らせる町を願って活動を続けていきたいと考
えている。

イメージキャラクター

「ユッシーくん」
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緊急的駐車の場合は、理由書を明示する。理
由書のない車両にはステッカーを糊付けす
る。
・そのほか防犯部の随時パトロール
・昭和60年
自主防災委員会発足
年末深夜防犯防火パトロール
・平成６年
連合パトロール発足
月１回連合区域内を巡回し、参加者30名の

パトロール隊を結成
・平成12年
女性防犯ボランティアが発足し、主婦を中

心にした昼間のパトロール
下校時の児童生徒の見守り、声かけ運動。

ＰＴＡと合同で３ヶ月に１回２日間、60名。
小学校区を範囲に活動
地域内の各種団体との連携強化により時系列

的に点から面に活動を恒常化し、継続し、地域
防犯力をつけることが大切であると思う。

４　防犯活動の成果

長年の苦労が実って団地内路上駐車はゼロと
なる。
長年の地道な運動により住民の生命財産に関

わる危機管理意識の高揚、また、ハード対策と
して駐車場の増設、ソフト対策として広報啓発
が相まって一本になったとき路上駐車は解消さ
れた。
事件事故が発生したとき、住民が自治会と警

察に通報する団地内ネットワーク体制により、

住民の情報発信、掲示板速報による情報の共有
化が定着した。情報提供により住民の備えが醸
成され、犯罪の抑止につながっている。これに
よって犯罪の減少を実感している。

５　今後の課題、抱負

（１）課題

強いリーダーシップのもとで活動している
が、次代をつなぐ世代間を超えた地域の人材発
掘と育成が課題である。
（２）抱負と将来

一自治会の地道な活動を通して、他自治会や
地域への活動の輪が広がり、市民レベルの安全
安心なまちづくりへと繋がっていくこと。
（３）経費

地域の活動では、基本的には防犯グッズ以外
は人的資源が最大の財産であり、経費等あまり
必要としない。

６　団体のＰＲ

地道な活動が客観的評価を得て、防犯活動や
防災活動の事例についてのヒアリング等マスコ
ミや行政の取材が盛んであるほか、自治会町内
会、行政機関、また、ＮＰＯ等から協力依頼が
ある。
〔テレビ放映事例〕

・平成９年　ＴＶＫ「こちら県警です」
・平成15年　ＮＨＫ「高齢者の防災訪問」
・平成16年　ＮＨＫ「難問解決ご近所の底力」

〔ＰＲ〕

①路上駐車ゼロ団地による歩行者の安全確保
②環境整備による明るい団地づくり
樹木の剪定により死角をなくす、犯罪者に

とって侵入しにくい環境整備。団地内をきれ
いにすること（不法投棄、放置バイクや自転
車をその場で解決）が、犯罪の抑止になるよ
う心がけている。
③連合との関わり
防犯防災路駐活動を守る地域の輪づくりを

して11年目。月１回のパトロールを実施。行
政との協働作業（警察、消防署）で毎月参加
していただいている。
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犯罪のない安全・安心まちづくり奨励賞

特定非営利活動法人やまゆり（平成14年12月6日設立）

活動地域：神奈川県（主として藤沢市） 構成員数17人

１　活動地域の特色

神奈川県藤沢市の小学校・幼稚園・保育園を
中心に防犯啓発活動を行っている。
高齢者を含む多種・多様・複雑な情報取得障

害者の情報活用能力の向上を補助することによ
り、人間としてそれぞれの特性を活かし合いな
がら、コミュニティを構築するとともに、情報
化社会の発展、社会教育の推進を図るための事
業の一環として、防犯啓発を幼年者に行ってい
るものである。
「共に生き、共に支え合う社会の形成」を掲

げ、行政、市民ボランティアが一体としてこの
事業を推進することにより、犯罪のない住みよ
い社会、街の形成に寄与できることを願うもの
である。

２　防犯活動を始めた経緯

平成15年８月に、神奈川県警察・伊勢佐木警
察署に属する防犯協会が発行する防犯絵本に出
会ったのがきっかけである。
この絵本は神奈川県の全ての保育園・幼稚園

に寄贈された。折しも、幼年者が巻き込まれる
悲惨な事件が多発しており、幼年者への防犯啓
発が重要であるとの認識を抱き、幼年者を情報
取得障害者と見立てて、情報取得を容易にする
手助けとして、マルチメディア絵本を製作する
に至った。
このスライドをプロジェクターを用い大画面

にして、藤沢市辻堂・八松こどもの家「まつぼ
っくり」で公開したところ、思いもかけず、食
い入るように画面に見入り、音声に反応を示す
子ども達の姿に接することができた。
以後、藤沢警察署員の幼年者への防犯講話に

都度参加させていただきながら、（１回の参加人
数は100人から250人）、グループ独自でも幼稚
園・保育園における少人数（10人から20人）で

の防犯啓発活動と、幅広く行っているところで
ある。

３　防犯活動の内容・方法

活動当初は、藤沢警察署の防犯講話の中での
活動が主であったが、平成17年度より保育園・
幼稚園での少人数活動も並行して行っている。
まず、防犯講話では、藤沢警察署員、神奈川

県くらし安全指導員及び藤沢市女性防犯推進員
の方達とチームを組み、体育館や講堂において
大画面スクリーンに防犯絵本を映写し、情報を
伝えるパートを受け持つ活動を行っている。前
後に女性防犯推進員やくらし安全指導員の方々
が、スライドにもあったようにと説明を噛み砕
いて行う中核部分がある。私達も子どもに大き
な声を求めたり、危険に遭わないための約束な
どを声を合わせて指導する。
もう一つの保育園や幼稚園での少人数での防

犯啓発活動は、園児とボランティアの触れ合い
も目的として、やまゆりのメンバーに地域の
方々、高校生や大学生を交えて行っているのが
特徴である。
スライドの部分は通常の防犯講話の半分に短

縮、子どもに大きな声を求めたり、約束などの
声を合わせる時間を多く取り、グループの手本
に従い、この部分を当日参加いただいた市民、
学生ボランティアの方々にも行っていただいて
いる。
この後、防犯絵本からの塗り絵を提供し、子

ども達と一緒に今見たり聞いたりしたことを話
題にしながら、一緒にお絵かきを行う。いわゆ
る「刷り込み」を行っている。
実施回数は双方合わせて一月に２、３回で推

移してきているところである。
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４　防犯活動の成果

防犯啓発活動のため、具体的な成果としては
挙げにくいが、この活動の副産物として、従来、
高校生や大学生の保育園、幼稚園での園児との
触れ合い活動には「事故防止」の観点から多く
の障壁があり、なかなか実施に至るまでは少な
いと聞いていたが、この活動に参加した高校生
や大学生から感謝の意をいただいたことが挙げ
られる。
どの活動でも、参加した子ども達の中から

「これからも気をつけます。ありがとうございま
した。」と声をかけられると、教員や保母さんな
どからの感謝の言葉よりうれしくなるところで
ある。

５　今後の課題、抱負

少人数での保育園・幼稚園での防犯教室はＮ
ＰＯ法人やまゆりの自主事業として育成するに、
経費の問題が重くのしかかるところである。幸
いに平成17年度は、福祉財団より活動助成にご
指定いただき、製作費、交通費などの活動費を
賄えたが、次年度については白紙である。この
働きかけの労苦も大変なところである。
担い手として若い高校生、大学生の支持を得

ることができたのは本当に今までの活動では考
えられないことであり、ありがたく受け止めて
いる。
将来的に、この若い力が遺憾なく発揮される

土壌をどうすれば作り得るのかという命題を背
負っていく覚悟である。

６　団体のＰＲ

発足当初、むくつけき男達13人で結成した団
体は、女性の方々のご賛同もいただくことがで
き、この４月より４年目の活動に突入する。
発足当初より、県や市などの公の機関に何の

接点もなく、支援など、どこの世界のことかわ
からずでしたが、応援いただける方々に巡り会
えたことに感謝します。
小学校・保育園・幼稚園のこども防犯啓発事

業とともに、フリースクールの学習障害を負う
児と言われる子ども達への情報支援、高齢者や
学習障害を持つ方達、視覚障害などの情報取得
障害の方々への情報支援を事業の柱とし、伝統
文化である「湘南土鈴」の持つ魅力をお伝えす
ることや、お膝の上での読み聞かせの大事さを
世に伝え、親子のきずなの大事さを掘り起こし
てまいりたいと考えている。
これからもよろしくご指導、ご鞭撻をお願い

申し上げます。
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